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　冬が本格的にやってきましたね。私の好きな季節で
す。北秋田の春夏秋冬はいつでもきれいですが、やは
り冬は、「白」と「黒」に覆われる風景を見ると、他
の季節より、自然の美しさや雄大さを感じることがで
きます（決して美しくも、厳かでもないのですが、今
回の写真も「白い」人物と「黒い」人物がそれぞれ写っ
ています）。
　たまに、昔の人がこのような景色に畏敬の念を催し、
詩をよんだりすることを想像します。私は詩を書くこ
とができませんが、自然を観察するのが好きです。ど
うやら昔の人が自然を観察しながらお酒を飲んでいる
というイメージが私にあります。私は詩を書くことが
できませんが、お酒を飲むのが好きです。

　日本酒は春夏秋冬いつでもおいしいですが、やはり
冬に体を温めてくれる日本酒が特にウマい。一緒に、
きりたんぽ鍋など、あつあつとした物を食べて、体を
温めると…北秋田での冬のいいところは、やはり「景
色」だけではないと思うようになりますよね！（２月
といえばもちろん、バレンタインデーにあたたまる
方々も？）
　北秋田の皆
さんが今年の
冬をあたたか
くすごせます
ように。
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夏になったら着てみてね！

環　境
コラム
第41回

北秋田市のごみの現状を知り、
適切に分別してごみを減らそう！

　北秋田市のごみの現状についてお知らせし
ます。
　左記のグラフは北秋田市クリーンリサイク
ルセンターに出されたごみの量を表しており、
それぞれ「燃やせるごみ、燃やせないごみ、
資源ごみ」の３つに分かれています。
　３つを合わせた全体のごみの量は年々減少
傾向にありましたが、昨年度は増加となりま
した。燃やせないごみを見ますと２年連続で
増加しており、５年前の水準に戻っているこ
とが分かります。資源ごみについては、毎年
減少しており、全体のごみの量が増加した昨
年度においても、減少していることが分かり
ます。
　ごみの量の増加や減少については様々なこ
とが考えられるため、はっきりとした要因を
特定するのは難しいところですが、燃やせる
ごみと燃やせないごみの量の増加や資源ごみ
の量の減少には、本来資源ごみとして出され
るべきごみが、燃やせるごみと燃やせないご
みとして出されていることが挙げられます。
また、資源ごみの量の減少には、民間事業者
が資源ごみ回収を行っていることもあります。
　適切にごみを出すことは、ごみ処理に係る
費用の削減や環境負荷の低減につながります
ので、普段からごみの削減や分別を意識する
などのご協力をお願いします。
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